合同2021-2-02

2021年度SIPS

第1回国際／業界横断EDIタスクフォース
第1回金流商流情報連携タスクフォース
合同会議議事録(案)
2021年6月29日（火）13:30～16:00
オンライン会議（ZOOM）
１．出 席 者　： （順不同・敬称略）　
　特別会員　　　兼子　邦彦　　　SCCCリアルタイム経営推進協議会
　　　幹事会員　　　遠城　秀和　　　NTTデータシステム技術株式会社 
　　　幹事会員　　　斉藤　孝平　　　株式会社NTTデータ経営研究所
　　　幹事会員　　　伊原　栄一　　　株式会社グローバルワイズ
　　　幹事会員　　　関野　彬史　　　株式会社JSOL
　　　幹事会員　　　上木　欣吾　　　日本情報通信株式会社
　　　幹事会員　　　姫野  暢子  　　日本情報通信株式会社
      幹事会員　　　勝呂  勝巳  　　日本情報通信株式会社
　　　幹事会員　　　高橋　一裕　　　日本電気株式会社
　　　正会員　　　　猪股　洋二　　　パティオシステムズ株式会社
　　　正会員　　　　武　　伸一　　　キャノンＩＴソリューションズ株式会社
　　　正会員　　　　木村　拓也　　　富士通Japan株式会社

　　　正会員　　　　港　　和行　　　イオンアイビス株式会社
　　　正会員　　　　森　　安代　　　NECソリューションイノベータ株式会社
　　　正会員　　　　惣代　和明　　　NECソリューションイノベータ株式会社
      正会員　　　　中井　基雄　　　株式会社データ・アプリケーション

　　　正会員　　　　武田　正弘　　　豊田通商株式会社
　　　正会員　　　　坂本　和彦　　　株式会社エクス
　　　賛助会員　　　川内　晟宏　　　特定非営利活動法人ITコーディネータ協会
　　　賛助会員　　　野田　和巳　　　特定非営利活動法人ITコーディネータ協会
　　　賛助会員　　　坂本　真人　　　GS1 Japan
　　　賛助会員　　　小山　早紀　　　GS1 Japan
　　　　　　
事 務 局
     菅又　久直     一般社団法人ｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝ情報基盤研究会  

出席者23名
４．議事概要　
2021年度第1回国際/業界横断EDIタスクフォース＆金流商流情報連携タスクフォース合同会議は、以下の議事を実施した。（資料：合同2021-1-01第1回合同タスクフォース議事次第）
４－１．2021年度タスクフォース・リーダーの選任
　事務局の推薦に基づき2021度の両タスクフォース・リーダーの選出を行った。以下のリーダーが全会一致で選出された。

・国際/業界横断EDIタスクフォースのリーダーは兼子邦彦氏が選出された。

・金流商流情報連携タスクフォースのリーダーは遠城秀和氏が選出された。
４－２．2020年度タスクフォース活動総括
　2021年度タスクフォース活動結果について、事務局より総括説明が行われた。

（資料：合同2021-1-03 2020年度タスクフォース活動総括）
４－３．2021年度タスクフォース活動計画
　2021年度タスクフォース活動計画について、事務局より説明が行われた。

（資料：合同2021-1-04 2021年度タスクフォース活動計画）
【審議】
· 電子インボイス対応とはPEPPOL対応のことか？＝＞国内税制「適格請求書保存方式」への対応。PEPPOLのメッセージとの対応関係も考慮する。
· 国内コード表（ID表を含む）登録に関し、コード表管理者だけを登録するすることも考慮する。
· 国連CEFACTやSIPSの活動をもっとピーアールすべき。国連CEFACT日本委員会（JASTPRO事務局）とも連携してセミナ開催やプレスリリースなどを行ったらよい。
＝＞次回TFに事務局にてセミナ計画を準備する。

４－４．業界横断EDI国内展開促進サービス計画
　事務局より、業界横断EDI国内展開促進サービス計画の提案が行われた。
（資料：合同2021-1-05　業界横断EDI国内展開促進サービス）
· 国内業界対応メッセージ表（BIE表）策定サービス
· 国内コード表登録サービス

· メッセージ定義からXMLスキーマ生成サービス
· 定義メッセージに対する名前空間名提供サービス
国内業界対応メッセージ表（BIE表）策定サービスは見積ベースで有償で提供する。
国内コード表登録サービス、メッセージ定義からXMLスキーマ生成サービス、定義メッセージに対する名前空間名提供サービスはSIPS会員（幹事会員、正会員）には無償で提供する。賛助会員への提供は別途個別に相談。

４－５．ビジネスコンポーネントライブラリ整備計画
　遠城委員より、企業間情報交換を容易に実装するためのデータ連携基盤の整備につき提案が行われた。
（資料：合同2021-1-06　データ連携基盤に向けて）
· 目的：国連CEFACT共通辞書に基づくビジネスコンポーネント（BC）ライブラリーを準備し、BCを仲介として異なるシンタックスのEDIメッセージ間の変換をできるようにする。
· 成果物：
· BC生成機能、及びそれによる国連CEFACT共通辞書の情報項目（約2万項目）に対応するBCライブラリー
· BCを仲介とするメッセージ変換機能（メッセージからBCへの変換、及びBCからメッセージへの変換）
· 課題：EDIによる情報交換それぞれのアプリケーションが必要とするデータ項目に過不足がある場合の対応
· 国連CEFACTプロジェクトとして計画中のビジネス文書プロファイル合意形成( BDAP/BDAA )で交換可能範囲を拡張し、BDAAマッピングソフトウェアを相互変換の成果物とする予定。
· スケジュール：
· 2021年第2四半期：BCプロトコル作成
· 2021年第3四半期：BC生成ツール作成
· 2021年第4四半期：マッピングソフト生成ツール作成
　　＊各四半期に1回程度の分科会を開催する予定。

＊テスト対象のメッセージとしては流通BMSを検討中。

４－６．国連CEFACT共通辞書2021年B版メインテナンス要求
　事務局より、国連CEFACT共通辞書2021年B版への追加情報項目（BIE）サブミッションについての提案が行われた。
（資料：合同2021-1-07　国連CEFACT共通辞書2021年B版サブミッション）
· Acknowledgementプロジェクト
· 電子インボイス
· 農業機械部品
· 動態管理プラットフォーム
· 流通BMS（検討中）

【審議】
· 「電子インボイス」サブミッションについて：
· CI_ Financial_ AdjustmentにTotal. Amount、Tax_ Total. Amount、Last_ Billed. Amount、Last_ Payment. Amountなど個別特定金額を追加することは望ましくない。Reason. CodeとActual. Amountのペアで指定すべき。
· Direction. Codeはプラス方向、マイナス方向を指定するのに使用できる。（事務局注）ただしDirection. CodeはQDTとなっているので、対象コード表「4405」を使うことになる。
· CI_ Trade_ Tax. Local Tax System. CodeはIdentifierにすべきではないか。

· 「流通BMS（検討中）」について、会議後にGS1 Japan担当者より次のコメントが寄せられた。
· 流通BMSは我が国の流通業界において現状の国内取引を想定して策定されたもので「国際取引では使用しない（※）」という前提ですので、CEFACTのCCLに追加するのは、流通BMSとしては望んでいない事です。
· 敢えて、国際標準であるCEFACTのCCLにデータ項目を追加するのであれば、「流通BMS」というキーワードではなく、中小企業共通EDIメッセージとして必要なデータ項目という事で、CCL追加の議論をおこなって頂きたいと思います。
· アンマッチの項目について中小企業共通EDIメッセージに本当に必要なのでしょうか？ 現在策定されているメッセージに項目が無いという事は、必要としないデータ項目なのではないかと考えます。流通BMSとしても、任意項目として設定しているものは、全て使われているかというと、そうではないと思われます。実際の運用などをきちんと整理して（中間のVANやASPにて何らかの対応ができるものもあるかも？）、中小企業共通EDIメッセージ標準の内容を再整理された方が良いのではないかと考えています。
４－７．2021年度版ものつくり白書
事務局より、2021年度版ものつくり白書の概要について、紹介が行われた。
（資料：合同2021-1-08 2021年版ものつくり白書：概要）
４－８．今後の予定
· 国連CEFACT日本委員会運営委員会：7月1日
· AFACT中間会議：7月15日

· 第2回合同会議：8月25日
以 上
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